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 本資料ではMoodle 4.4から「Moodle 4.5」で追加・改修された機能を紹介しています。

 「Moodle Docs」の「New Features」に掲載された内容を元に、作成しています。

https://docs.moodle.org/405/en/New_features

 画面は「New Features」に掲載された画像のほか、一部日本語の設定で取得して作成しています。

 紹介する追加・改修が関係するロールをページ右上に記載しています。

 管理者：サイト管理者により設定可能です。

 教師：教師ロールに関係します。教師は設定、利用可能または利用時にサイト管理者による設定で影響を受ける

場合があります。

 学生：学生ロールに関係します。学生は設定、利用可能または利用時にサイト管理者または教師による設定で影

響を受ける場合があります。

 本資料はテーマ「Boost」を基に作成しています。

はじめに

https://docs.moodle.org/403/en/New_features
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1. AI機能の実装

2. サブセクション機能の実装

3. 課題機能のUIの改善

4. 課題機能の設定項目の追加

5. メディア機能の強化

6. 通知機能の改修

7. 問題機能の改修

8. カスタムレポート機能の改修

9. その他

※「注目度レベル」

弊社のサポート経験から影響が大きいと想定される度合いで五段階で評価しています

Moodle 4.5 新機能

注目度レベル（※）

1 ★★★★★ ５

2 ★★★★ ４

3 ★★★★★ ５

4 ★★★★ ４

5 ★★★ ３

6 ★★★★ ４

7 ★★★★ ４

8 ★★ ２

9 ★★ １～２

目次

※標準機能のみでのAI機能の利用は困難です（ 2024年12月時点）
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Moodle 4.5 新機能
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 AI機能が追加され、 AIを利用可能になりました。
管理者がAIプロバイダ（OpenAIなど）の設定でAIアクション（テキスト生成など）を連携し
て、AI配置（テキストエディタ配置など）を有効にすると、教師や学生はMoodle上でAI利用
可能になります。

Moodle 4.5の標準機能のみでのAI機能の利用は困難です。（2024年12月時点）
詳細は「1.10 AI機能を利用する場合の課題」をご確認ください。

1.1 AI機能の実装

5

注目度 ５ ★★★★★教師 学生管理者

AI機能の詳細（Moodle Docs）
https://docs.moodle.org/405/en/AI_subsystem

※Moodle DocsではAI機能は「AI subsystem」の名称で記載されています

標準機能のみでのAI機能の利用は困難ではありますが、
将来へ向けての利用検討やユーザや組織からの問い合わせに備えたいなど、
AI機能でどのようなことが可能かを把握しておきたい場合は、
次のページ以降をご確認ください。

https://docs.moodle.org/405/en/AI_subsystem
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 管理者はサイト管理の「一般」に追加された
リンクから、AI機能の設定を行います。

1.2 サイト管理にAIの項目が追加

6

注目度 ５ ★★★★★教師 学生管理者
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テキストを要約する

イメージを生成する

テキストを生成する

テキストを要約する

イメージを生成する

テキストエディタ配置

OpenAI APIプロバイダ

 管理者によるAI設定は複数の画面で構成されます。

AI配置

AIプロバイダ テキストを生成するAzure AI APIプロバイダ

コースアシスタンス配置

あなたのLMSに接続され
ているAIプロバイダを管
理する

AIアクションが利用可能
な場所を選択する

1.3 管理者によるAI設定

7

サイト管理

AI

設定

アクション

Azure AI APIプロバイダアクション設定

3

12

13

11

7

4

5

6

8

9

10

1

2

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★

アクション

設定

アクション

アクション

Azure AI APIプロバイダアクション設定

テキストを生成する

イメージを生成する

テキストを要約する

Azure AI APIプロバイダアクション設定

OpenAI APIプロバイダアクション設定

OpenAI APIプロバイダアクション設定

OpenAI APIプロバイダアクション設定
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 商用（OpenAIおよびAzure AI）の
大規模言語モデル (LLM)に対応し、AIプロバイダごとの設定でAIアクションを管理します。
オープンソース（Llamaを使うOllamaなど）も互換性により機能する可能性があります。
※将来のMoodle開発ロードマップにはさらに多くのAIプロバイダが含まれています。

1.4 Moodleに接続されるAIプロバイダを管理

8

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★
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 AI配置によりAIアクションが
サイト内でどのようにどこで使用できるかを定義します。
設定により、それぞれの配置で利用可能なAIアクションを選択できます。

 コースアシスタンス配置で選択可能：「テキストを要約する」

 テキストエディタ配置で選択可能：「テキストを生成する」、「イメージを生成する」

1.5 AI配置でAIアクションが利用可能な場所を選択

9

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★
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 AIを利用してテキストを生成します。

 管理者がAIの設定をしてAI配置のテキストエディタ配置を有効にすると、ユーザはTinyMCE

エディタからAIに生成させたいテキストを記述し、生成されたテキストを挿入できます。

1.6 テキストを生成するAIアクション

10

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★

※各画面はベータ版を使用
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 AIを利用してイメージを生成します。

 管理者がAIの設定をしてテキストエディタ配置を有効にすると、ユーザはTinyMCEエディタ
からAIでイメージを生成し、生成されたイメージをエディタの入力フィールドに挿入できま
す。

1.7 イメージを生成するAIアクション

11

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★
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 AIを利用してテキストを要約します。

 管理者がAIの設定をしてコースインスタンス配置を有効にすると、ユーザがブックなどに表
示された要約ボタンをクリックするとAIによりテキストが要約され、要約されたテキストが
画面右側に出力されます。

1.8 テキストを要約するAIアクション

12

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★

※各画面はベータ版を使用
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 AI関連のケイパビリティの設定により、
AIアクションの利用やAIポリシーの承諾・受諾の許可をロールごとに制御可能です。

1.9 AI関連のケイパビリティ

13

教師 学生管理者 注目度 ５ ★★★★★
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 AI機能による学習環境の革新が期待されますが、
早期にAIをMoodleで利用可能にしてユーザに
提供するには課題があり、運用は困難と考えられます。

 主な課題（詳細は次のページに記載）

1. 連携先AIの制約により運用コストがかかる

2. AIの利用量を細かく制御できない

3. Moodle上でAI利用するメリットが考えにくい

 今後の可能性

 Moodle 5.0以降のバージョンアップで現状の課題を解決するAIの管理機能や有用なAI配置（プラグインであるよ
うな小テスト問題作成支援など）の実装が期待される（期待のみで、Moodle 5.0以降開発内容の詳細は未確認）

 独自に追加機能を開発して課題を解決する方法が考えられる（開発コストがかかる）

※上記の課題への対応など、
連携先AI （OpenAI API、OllamaなどMoodle外部）に関するサポートや情報共有等を含む

開発・調査のご相談はヒューマンサイエンス営業担当にて承ります。（2024年12月時点）

1.10 AI機能を利用する場合の課題

14

注目度 ５ ★★★★★教師 学生管理者
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 AI機能の主な課題の詳細は以下の通りです。

1. 連携先AIの制約により運用コストがかかる

 既存AIサービス（OpenAI APIなど）には利用制限などサービス内容や料金が流動的で不安定なため、ユー
ザが混乱しないようにAIサービスの状況に沿った細目な対応が必要になる懸念がある

 構築したAI環境（Ollamaなど）のサーバスペックが低いとAIアクションの処理に時間がかかり、スペック
を上げると費用が掛かる

2. AIの利用量を細かく制御できない

 利用量をユーザごとに制限する仕組みがなく、想定以上の利用で連携先AIの制約にひっかかり利用制限や遅延が
発生する恐れがある（パーミッションで対象コンテンツを調整して利用範囲を絞ることは可能と思われる）

 ユーザがAI利用してもMoodleにログは作られず、利用状況の確認できない（ベータ版での検証結果）

3. Moodle上でAI利用するメリットが考えにくい

 現存するAI配置では外部生成AIサービスをMoodle外で使う方法と今のところ大差がない

1.11 AI機能を利用する場合の課題（詳細）

15

注目度 ５ ★★★★★教師 学生管理者

Moodleの検証用サーバにAI環境（Ollama）を構築した場合、
1回のテキスト生成だけでCPUを全て使用して10分程度かかる場合がある
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2.1 セクション内に更にセクションを追加可能に

16

教師 学生管理者
 管理者が設定を有効にした場合、
教師は編集モード中、セクション内に更にセクションを追加可能になりました。

注目度 ４ ★★★★
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2.2 【サブセクション】活動の編集の効率化

17

教師 学生管理者
 サブセクションは展開が可能です。
ページ遷移を抑えることで、学生は学習により集中しやすくなりました。

注目度 ４ ★★★★
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 課題提出の採点一覧画面に
フィルタリング要素が増え、画面上部のメニューから主要なアクションが下にスクロールせ
ずに利用可能になりました。

3.1 課題提出の採点一覧画面で主要アクションを改善

18

教師 注目度 ５ ★★★★★管理者 学生
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 課題提出の採点一覧画面で
フッターに機能が追加され、一括操作をしやすくなりました。

3.2 課題提出の採点一覧画面で一括操作への動線を改修

19

教師 注目度 ５ ★★★★★管理者 学生
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4.1 デフォルト課題設定の追加

20

教師管理者
 デフォルト課題設定が追加され、
サイト管理者で評定タイプのデフォルト値と評価尺度の種類を指定可能になりました。

学生 注目度 ４ ★★★★
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 教師が再提出を自動的に許可できるような
設定が可能になりました。

4.2 課題再提出設定の改善

21

教師 学生管理者 注目度 ４ ★★★★
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5.1 TinyMCEエディタに画面録画機能の追加

22

教師 学生管理者
 TinyMCEエディタ上で
ユーザが短い画面録画の作成が可能になりました。

 管理者がレコーディングタイプの画面を有効にすると、ユーザは画面を記録可能になります。

注目度 ３ ★★★
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 フォーラムや他のページに対し
画面を記録して録画された動画をTinyMCEエディタから追加できるようになりました。

5.2 TinyMCEエディタで画面録画した動画投稿の追加

23

教師 学生管理者 注目度 ３ ★★★
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6. 通知機能の改修

24

教師 学生管理者
 学生への通知に以下が追加されました。

 課題の提出期限到来通知

 課題期限超過通知

 課題提出期限7日以内通知

 小テスト公開予定

注目度 ４ ★★★★
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7.1 前の問題設定の自動保存を無効化

25

教師管理者
 過去の問題の設定は、
これまではデフォルトで自動保存されていましたが、
自動保存しないように設定することが可能になりました。

学生 注目度 ４ ★★★★
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 再評定を対象の受験や問題を選択して
実施可能になりました。

7.2 問題の再評定に関する改修

26

教師管理者 学生 注目度 ４ ★★★★
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7.3 問題バンクのカテゴリ編集の簡易化

27

教師
 問題バンクの問題カテゴリの編集が
ドラッグアンドドロップでも可能になりました。

管理者 学生 注目度 ４ ★★★★
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8.1 【カスタムレポート】フィルタリング機能の改善

28

教師 学生管理者
 カスタムレポートの作成時、
コンピテンシーでフィルタリングが可能になりました。

注目度 ２ ★★
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 ユーザーレポート内に
タイムゾーンと言語の追加が可能になりました。

8.2 【カスタムレポート】タイムゾーンと言語要素の追加

29

教師 学生管理者 注目度 ２ ★★
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9.1 バッジ機能の改善

 これまで1つのコースにつき
バッジは1つだけでしたが、複数のバッジを設定可能になりました。

 バッジの設定や管理がよりスムーズに行えるようになりました。

注目度 １ ★管理者 教師 学生
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9.2 コーホートの削除方法の改善

学生
 複数のコーホートを選択して、
一括で削除が可能になりました。

注目度 ２ ★★管理者 教師
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Moodle 4.5 構築・バージョンアップ時のミドルウェア要件

32
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Moodle 4.5 要件

 バージョンアップ可能環境（既存Moodle）

 Moodle 4.1.2 以降

 バージョン4.1.1以前のMoodleを利用中の場合は、まずMoodle 4.1.2以上にバージョンアップが必要です。

 ミドルウェア
 PHP

 8.1.0以上

 Moodle 4.4ではPHP拡張モジュール「php-sodium」の使用が必須です

 データベース

 PostgreSQL：13以上

 MySQL：8.0以上

 MariaDB：10.6.7以上

 Microsoft SQL Server：2017以上

 Oracle Database：19c以上
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